
京都・祇園祭ボランティア21

30年のあゆみ

　京都・祇園祭ボランティア 21が結成 30周年を迎えられ、本日、多くの皆様の御参加により、このように盛大に記念式典が
開催されますことを心からお祝い申し上げます。
　和田会長をはじめ、この間の活動を支えてこられました初代会長の故伊住政和様、歴代役員並びに会員、関係各位の皆様に
おかれましては、京都の青少年活動のリーダーとして、青少年の社会参加の促進と健全育成の推進に、昼夜を分かたず御尽力
いただき、心から感謝を申し上げます。
　貴団体におかれましては、昭和 59年に京都府青少年活動推進会議として発足されて以来、祇園祭の曳き手ボランティア活動
を通じ、延べ 1万 5千人を超える青年達に、京都の伝統文化と町衆の心意気を伝えてこられました。
　お陰をもちまして、ここ京都では若い世代がしっかりと伝統文化を受け継ぎ、次世代の担い手として健やかに育っていると
いう確かな手ごたえを感じております。皆様のたゆまぬ努力に重ねて敬意を表しますとともに、今後の更なる活動を心より御

期待申し上げる次第でございます。
　結成 30周年という節目を迎え、新たな一歩を踏み出されました京都・祇園祭ボランティア 21の今後一層の御発展を心より祈念いたしまして、
私のお祝いの言葉とさせていただきます。

京都府知事　山田 啓二

　伝統を創ることは難しい、しかし伝統を守り伝えることは更に難しい。様々な伝統文化、伝統産業の第一線を目の当たりに
する度に私はそう痛感します。そのために並々ならぬ熱意と努力を注いでおられる方々に、本当に頭の下がる思いをいたします。
　「京都・祇園祭ボランティア 21」の皆様は、山鉾の舁き手・曳き手としての祇園祭への御参加を通じ、千年以上も続く祭を
力強く支えてこられました。長年にわたる貴いお取組に改めて深く敬意を表しますとともに、この度、創設 30周年の節目を迎
えられましたことを心からお祝い申し上げます。
　来年には、祇園祭山鉾連合会の皆様をはじめ関係者の皆様の御尽力により、およそ半世紀ぶりに「後祭」が復活します。さらに、
幕末に失われた大船鉾が 150年ぶりに復興し、巡行に加わります。京都市としましては、地元や関係者の皆様と知恵と力を結
集し、「京都力」を発揮して、これらのお取組を全面支援してまいります。
　世の平和と安寧への祈りを込めて厳粛に、また絢爛豪華に執り行われる山鉾行事は、精神文化の拠点都市・京都の象徴。そして、

ユネスコ無形文化遺産にも登録された京都の宝、世界の宝です。このかけがえのない行事が末永く未来へ引き継がれていくよう、どうぞこれからも
お志高い御活動を重ねてくださいますようお願いいたします。
　結びに、貴団体の今後ますますの御発展を祈念申し上げまして、私からのお祝いの言葉といたします。

京都市長　門川 大作

1984 年（昭和 59年）、故伊住政和初代会長の呼びかけで始まった祇園祭曳き手ボランティアの活動は、本年で 30周年を迎
えることができました。
当初 8基、250 名でスタート致しましたが、本年は、21基の山鉾の曳き手、舁き手のみならず、湯茶のご奉仕、巡行情報記
録のお手伝い等も含め、630名の参加を頂きました。これもひとえに、30年間に渡る山鉾連合会、各山鉾町の皆様方の深いご
理解とご信頼、そしてのべ 15,000 人以上のボランティアメンバー達一人一人の真摯な姿が積み重なっての結果であると、心
より皆様方に御礼申し上げます。ありがとうございます。
　さて、我々の団体は、スタート時より、“ 青少年の健全育成と社会参加 ”、そして “ 伝統、文化の継承と発展 ” を理念に、今
日に到っておりますが、昨今の社会情勢の変化の中、益々その意味が重みを増し、初めは、曳くだけのボランティアさん、で
あったかも知れませんが、現在は、高校生から中堅の社会人に至るまでの仲間達の力と各ご町内の方々との融合により、社会的、
教育的意義が大変に高まってきています。これより我々は、積み重ねてきた体験を基に、1100 年余にわたり祭りを守ってこ

られた神社やご町内の方々を謙虚に支えさせて頂くのみならず、その歴史を、文化を、心を、少しでも理解してゆけるボランティアに自己革新して
いかなければならないと思います。
より必要とされる団体、人財への成長を目指して、一人一人が与えられた場で力を合わせ、勇気を持って歩み始めましょう！

京都・祇園祭ボランティア 21
会長　和田 淳司

　ユネスコの無形文化遺産にも登録されている「祇園会の山鉾行事」に欠くことのできぬ「曳手ボランティア」の存在はすでに 30年
の時を重ねている。この美しい行いは「京都青少年活動推進会議」の初代会長、故伊住政和氏あったればこそ実現したのであった。
多くの可能性のなかから、祇園会に着目された伊住さんは茶道の国際普及にも熱心で、私も氏の教養の拡さと見識の深さに敬意をいた
だきながら、当時の山鉾連合会、渡辺伊一、小島新一、両副会長とのやりとりが将来の祇園会の在り方がどのように成るのか注目して
おりました。
　はたせるかな。各山鉾町に伝わる伝統と習慣を最大限に尊重しながら、祇園会の精神を京在住の青少年に拡めてゆくという基本理念
を確かめながら、曳手ボランティア活動は始まったのであった。
　私は事後のあいさつに小島氏に伴れ、今日庵を訪問し、伊住さんからいただいた一ぷくの茶の清々しかったことを昨日のことのように、
想い出します。
　昭和 58年（1983）に発足し、新しい世紀となってからは「ボランティア 21」の名のもとに幹部の方々の熱心と、この活動に応募
された青年達の意気によって、「祇園会」に協力する大切な存在として京都市民達々の暖かい眼なざしをも得、今日に至っている。

私達山鉾町は皆様の活動を喜び感謝をいたしております。
　来年からの山鉾行事は、八坂神社の神輿渡御に伴うのが「山鉾風流」であるとの確かな認識に基づき、48年の時を経た後、その合同巡行を改め、7月 17
日は神輿がお旅所にお出ましになるのを祝い囃す先祭の山鉾 23基の巡行と、7月 24日、神泉苑で疫病退散の御霊会をなさり、めでたく本社に環幸なさる神
輿のさきがけである 10基の山鉾巡行。という先祭、後祭の分離が実現できることになった今。「ボランティア 21」の皆様にも初めての計らいを準備してい
ただかねばなりません。連合会はじめ各山鉾町と要なる連絡を密にしていただき半世紀ぶりの改革に花をそえていただきたく、心よりお願いをさせていただ
きまして「京都青少年活動推進活動」30周年の祝いの詞といたします。

京都・祇園祭ボランティア 21の皆様の活動が 30周年を迎えられたこと、誠におめでとうございます。
　さて 1100余年にわたり続いてきた祇園祭ですが、ご存知の通りいつの時代も順調に継承されてきたわけではありません。
幾多の困難を乗り越え祭を今日まで伝えてきたのは、云うまでもなく京の町衆をはじめとした各時代の人々です。そしてその
先人たちに感謝し次代へ祭の姿・形はもとより、その精神・心を繋げていくことは、私達に課せられた使命であります。
　神道の言葉に「常若」というものがあります。春夏秋冬、人の営みは 1年を廻り、また新たな 1年を繰り返す、そうして次
の世代へバトンを繋ぐこと、これは即ち永遠を意味し、まさに伝承と再生です。
　毎年毎年、祇園の神への信仰を背景に 1000年以上の長きにわたり繰り返されてきた祇園祭、その繰り返しが京の伝統を育
み発展させてきました。
　京都・祇園祭ボランティア 21の皆様の活動は一過性のものではなく、祭への参加を通して伝統文化の継承を学び、自らもそ

の担い手となってこられた、その結果の30年であると思います。今まで活動を続けてこられた熱意に敬意を表しますと共に、この先も活動のご継続、
益々のご活躍を祈念しております。

公益財団法人　祇園祭山鉾連合会
理事長　吉田 孝次郎

八坂神社宮司　森 壽雄

巡行順 四条
新町

四条
烏丸 籤改め 四条河原町 河原町六角 河原町御池 烏丸御池 新町御池

先の祭り 山鉾名 到着 出発 到着 出発 到着 辻回し
開始

辻回し
終了 出発 到着 出発 到着 辻回し

開始
辻回し
終了 出発 到着 出発 到着 辻回し

開始
辻回し
終了 出発 町内

到着
1 長刀鉾 9:00 9:08 9:09 9:36 9:42 9:47 9:49 10:00 10:00 10:19 10:20 10:31 10:33 11:04 通過 11:04 11:32 11:40 11:43 12:30

2 郭巨山 8:38 9:02 9:11 9:14 9:41 待機 9:52 10:02 10:02 10:33 10:35 11:06 通過 11:43 11:44 12:30

3 太子山 8:43 9:03 9:16 9:19 9:51 9:53 10:03 10:03 10:36 10:37 11:08 信号待ち 11:11 11:44 11:46

4 保昌山 9:04 9:21 9:25 9:52 9:55 10:05 10:05 10:38 10:39 11:12 通過 11:46 11:47 12:35

5 函谷鉾 9:06 9:23 9:28 9:56 10:04 10:10 10:13 10:21 10:21 10:40 10:45 10:54 10:55 11:15 通過 11:50 11:55 12:02 12:05

6 山伏山 9:09 9:30 9:33 10:02 待機 10:14 10:23 10:23 10:55 10:56 11:18 通過 11:51 11:52

7 綾傘鉾 9:13 9:34 9:37 10:14 踊り 10:19 10:29 10:29 10:57 10:59 11:24 通過 11:53 11:53

8 蟷螂山 8:57 9:17 9:43 9:47 10:16 待機 10:22 10:38 10:38 10:59 11:01 11:27 信号待ち 11:50 11:56 12:06

9 鶏鉾 9:24 9:49 9:51 10:23 10:28 10:30 10:32 10:42 10:42 11:02 11:05 11:12 11:12 11:50 通過 12:09 12:10 12:17 12:19

10 油天神山 8:39 9:31 9:53 9:56 10:24 待機 10:33 10:43 10:43 11:13 11:14 11:53 通過 12:06 12:08 13:00

11 伯牙山 8:49 9:31 9:57 9:59 10:33 10:35 10:51 10:51 11:14 11:15 11:54 信号待ち 11:58 12:08 12:08 13:00

12 占出山 9:32 10:01 10:04 10:34 10:36 10:51 10:51 11:16 11:17 11:59 通過 12:08 12:09

13 月鉾 8:35 9:38 10:06 10:09 10:37 10:44 10:48 10:49 11:03 11:03 11:18 11:22 11:29 11:30 12:02 信号待ち 12:04 12:20 12:25 12:31 12:32

14 孟宗山 9:40 10:11 10:14 10:45 待機 10:51 11:04 11:04 11:31 11:32 12:04 通過 12:15 12:20 12:45

15 四条傘鉾 8:51 9:51 10:16 10:23 10:50 10:53 11:10 11:10 11:33 11:34 12:06 通過 12:20 12:21 13:20

16 霰天神山 9:53 10:25 10:27 10:53 10:54 11:14 11:14 11:36 11:37 12:07 通過 12:22 12:22 12:45

17 菊水鉾 10:01 10:29 10:32 10:58 11:00 11:05 11:06 11:15 11:15 11:40 11:41 11:48 11:48 12:13 通過 12:34 12:37 12:46 12:47 13:50

18 芦刈山 9:30 10:06 10:34 10:37 10:59 待機 11:08 11:22 11:22 11:48 11:50 12:15 通過 12:22 12:22 13:00

19 白楽天山 10:13 10:39 10:42 11:07 待機 11:10 11:23 11:23 11:50 11:51 12:16 通過 12:26 待機 12:33 13:39

20 木賊山 9:07 10:15 10:43 10:45 11:08 待機 11:11 11:24 11:24 11:52 11:53 12:17 通過 12:33 12:34 13:22

21 放下鉾 9:20 10:28 10:46 10:48 11:12 11:17 11:21 11:23 11:32 11:33 11:54 11:57 12:04 12:05 12:21 通過 13:11 13:25 13:34 13:36 13:57

22 岩戸山 9:45 10:35 10:50 10:51 11:24 11:29 11:33 11:35 11:43 11:43 12:06 12:10 12:17 12:18 12:33 通過 12:40 12:49 12:57 13:01 13:41

23 舩鉾 9:35 10:38 10:53 10:54 11:36 11:39 11:42 11:43 11:50 11:50 12:19 12:21 12:26 12:28 12:41 通過 12:52 13:02 13:09 13:11 13:45

後の祭り 山鉾名 出発 到着 出発 到着 辻回し
開始

辻回し
終了 出発 到着 出発 到着 辻回し

開始
辻回し
終了 出発 到着 出発 到着 辻回し

開始
辻回し
終了 出発 町内

到着
24 橋弁慶山 10:42 10:56 10:58 11:39 待機 11:44 11:54 通過 12:28 12:30 12:49 信号待ち 12:56 13:06 待機 13:12 13:30

25 北観音山 10:22 10:49 11:00 11:01 11:45 11:49 11:51 11:52 12:01 通過 12:30 12:31 12:36 12:36 12:57 通過 13:48 13:49 13:52 13:53

26 黒主山 10:51 11:03 11:06 11:46 待機 11:54 12:02 通過 12:37 12:39 12:58 通過 13:12 13:13 13:40

27 浄妙山 11:00 11:08 11:10 11:54 11:55 12:03 通過 12:39 12:40 12:59 通過 13:13 13:14 13:30

28 役行者山 11:01 11:12 11:14 11:56 11:58 12:10 通過 12:40 12:42 13:01 通過 13:14 13:15 13:40

29 南観音山 10:04 11:02 11:17 11:19 11:59 12:03 12:05 12:07 12:07 12:08 12:44 12:45 12:52 12:54 13:11 信号待ち 13:13 13:38 13:39 13:44 13:46

30 鈴鹿山 11:06 11:21 11:24 12:08 12:09 12:18 12:19 12:54 12:56 13:14 通過 13:19 13:19

31 八幡山 10:38 11:08 11:27 11:29 12:09 12:10 12:20 通過 12:56 12:57 13:15 通過 13:19 13:21 13:35

32 鯉山 11:09 11:30 11:33 12:10 12:12 12:21 通過 12:58 12:59 13:15 通過 13:21 13:21

33 大船鉾 10:40 11:11 11:35 11:36 12:13 12:14 12:25 通過 12:59 13:00 13:16 通過 13:21 13:23

平成25年度　山鉾巡行　巡行時間記録平成25年度　山鉾巡行　巡行時間記録平成25年度　山鉾巡行　巡行時間記録
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河原町六角河原町六角河原町六角



役職名 氏　名 担当
相 談 役 村山　忠彦
会　 長 和田　淳司
副 会 長 石野　行彦 後祭巡行ボランティア準備室：室長
副 会 長 中井　敬二 後祭巡行ボランティア準備室
副 会 長 岩崎　公一
副 会 長 赤尾　洋右
常任理事 西川　知孝 曳き手ボランティア委員長
常任理事 関岡　孝繕 情報ネットワーク委員長
常任理事 渡辺　邦子 情報ネットワーク：無線担当
常任理事 野口　耕一 事務局広報担当
常任理事 林　　柔人 事務局長

理　 事 植田　恭司 情報ネットワーク副委員長
後祭巡行ボランティア準備室

理　 事 浅野　真徳 情報ネットワーク副委員長：湯茶担当
理　 事 坂尻　仁彦 外国人担当 

理　 事 久保田 信男 情報ネットワーク委員：無線統括
理　 事 福塚 健次郎 曳き手ボランティア副委員長
理　 事 木村　隆夫 会計
理　 事 井尻　裕貴 事務局
監 査 役 林　 肇　
監 査 役 楠　　勝好
参　 与 木村　安輝
参　 与 吉川　敬一

30周年目の課題
30 年前、現ボランティア役員の多くは、20代の青年であった。今は子供たちがその年代である。
・「京都の青年は元気がない！」といわれた時期　　があり、社会参加と青少年の健全育成を目的に「祇園祭」への参加を実践した。そ
して今では、祭りには欠かすことのできない位置付けとなっている。
・今では、高校生も一緒に参加できるようになった。「来年もまたやりたい！」
若い勢いで「行け行けどんどん！」ここまで来た。
「祇園祭、すごいだろ～」
「ぇえ～？。しんどいだけやん！」
・問われて、・・・答えられなかった。
いったい、何をどう伝え、その結果どうなる？ことが健全育成なんだろうか？
「先のことは、次の若い者に任せれば良い！」
始めたのは我々の年代であり、あまりにも無責任に思える。
我々は今、その課題に直面しようとしている。
「祇園祭は神事である。」
祭りを通して日本の文化を学び、そして、それを次の世代に伝えていく。はず！？
・ボランティアに参加して、まだ 10年目の人もいる。当然、メンバーは始まりを知らない。
そして今、600人を超える参加者は、「京都・祇園祭ボランティア 21」の設立経緯や目的をどれほど知っているのだろうか。
そして、このボランティア活動をどのように受け止めているのだろうか。
次の 5年、10年に向けて、まさに何をどのように伝えていくべきか。
この 30周年を機に、我々自身に問いかけている。

◆加盟団体　（順不同）

一般社団法人 ガールスカウト日本連盟京都府支部／社団法
人 京都経済同友会青年政策研究部会／京都サイクリング協
会／公益社団法人 京都青年会議所／京都府モラロジー協議
会／近畿青年洋上大学京都府同窓会／車いすと仲間の会／
一般社団法人 茶道裏千家淡交会総本部青年部／茶道裏千
家淡交会京都支部青年部連絡会／京都府青年国際交流機構
（IYEO）／日本ボーイスカウト京都連盟／立正佼成会京都教
会青年部／B’ CLUB／公益財団法人 京都市ユースサービス
協会（旧 青年の家）／京都府理容生活衛生同業組合青年部／
公益財団法人 京都府国際センター／京都ものづくり塾／
７．１７友の会 （旧 のびる会）／京都市職員祇園祭曳き手ボ
ランティア会／大日本スクリーン同好会／積水ハウス京都同
好会／京都府庁フロンティア２１／京祭会／株式会社 富士
電工／京都市立堀川高等学校

◆協賛　（順不同）

京都銀行／京都ライオンズクラブ／
大日本スクリーン製造（株）／（株）ジャパン ビバレッジ

◆協力　（順不同）

本家玉壽軒／京都ＹＭＣＡ／公益財団法人 京都府国際セン
ター／ウェッジ（株）／B-way（株）／株式会社　光（こう）／
京都市洛南障害者授産所／弥栄学区自治連合会／（株）写
真化学／（株）プロネスト／京都華頂大学・華頂短期大学／
（株）サン エージェンシー

◆後援

京都市

京都・祇園祭ボランティア21　役員京都・祇園祭ボランティア21　役員京都・祇園祭ボランティア21　役員
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美也古扇

30周年　記念品（前段）30周年　記念品（前段）30周年　記念品（前段）

湯茶接待担当の女子高校生メンバー湯茶接待担当の女子高校生メンバー湯茶接待担当の女子高校生メンバー

※この扇は前段の記念品として製作されたものです。後段の記念品のデザインは、本冊子の表紙でご紹介しています。

 製作　宮脇売扇庵　（創業 1823年） 
２
０
１
3
年

２
０
１
２
年

２
０
１
１
年

２
０
１
０
年

２
０
０
９
年

２
０
０
８
年

２
０
０
７
年

２
０
０
６
年

２
０
０
５
年

２
０
０
４
年

２
０
０
３
年

２
０
０
２
年

２
０
０
１
年

２
０
０
０
年

１
９
９
９
年

１
９
９
８
年

１
９
９
７
年

１
９
９
６
年

１
９
９
５
年

１
９
９
４
年

１
９
９
３
年

１
９
９
２
年

１
９
９
１
年

１
９
９
０
年

１
９
８
９
年

１
９
８
８
年

１
９
８
７
年

１
９
８
６
年

１
９
８
５
年

１
９
８
４
年

１
９
８
３
年

西　
暦

平
成
25
年

平
成
24
年

平
成
23
年

平
成
22
年

平
成
21
年

平
成
20
年

平
成
19
年

平
成
18
年

平
成
17
年

平
成
16
年

平
成
15
年

平
成
14
年

平
成
13
年

平
成
12
年

平
成
11
年

平
成
10
年

平
成
9
年

平
成
8
年

平
成
7
年

平
成
6
年

平
成
5
年

平
成
4
年

平
成
3
年

平
成
2
年

平
成
元
年

昭
和
63
年

昭
和
62
年

昭
和
61
年

昭
和
60
年

昭
和
59
年

昭
和
58
年

年　
号

吉
田
孝
次
郎

深
見　
茂

岸
本 

伊
藏

田
中 

常
雄

連
合
会

会
長
／

理
事
長

京都・祇園祭ボランティア21 京都祇園祭曳き手青年ボランティア委員会 京都青少年活動推進会議 団
体

名
称

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

和
田 

淳
司

村
山 

忠
彦

仲　
祥
介

伊
住 

政
和

千 

政
和

会　
長

西
川 

知
孝

関
岡 

孝
繕

岩
崎 

公
一

赤
尾 

洋
右

赤
尾 

洋
右

矢
杉 

直
也

榊
原 

敏
恭

石
野 

行
彦

中
井 

敬
二

石
野 

行
彦

和
田 

淳
司

服
部 

晃
佳

楠　
勝
好

野
田 

兼
義

林　
肇

実
行
委
員
長

 •

後
祭
り
巡
行
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
準
備
室
設
置（
室
長　
石
野
行
彦
）

4
月
13
日（
第
9
回)

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ミ
ナ
ー
開
催

 •

30
周
年「
記
念
品
」製
作

 •

黒
主
山 

追
加 

 •

河
原
町
三
条
に
給
水
ポ
イ
ン
ト
追
加 

 •

湯
茶
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア（
女
性
）用
に
T
シ
ャ
ツ
作
成

11
月
9
日　
30
周
年
記
念
講
演
会
・
パ
ー
テ
ィ
ー
開
催 

4
月
14
日　
（
第
8
回)

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ミ
ナ
ー
開
催

6
月
24
日　
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
会
場
に
京
都
華
頂
大
学
講
堂
を
使
用

 •

四
条
河
原
町
の
給
水
に
湯
茶
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
追
加

4
月
16
日　
（
第
7
回
）ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ミ
ナ
ー
開
催

6
月
18
日　
山
鉾
町
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
合
同
打
ち
合
わ
せ
を
京
都
芸
術
セ
ン
タ
ー
で

開
催

11
月
24
日　
山
鉾
連
合
会
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
21
と
の
懇
親
会
開
催

4
月
17
日　
（
第
6
回
）ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ミ
ナ
ー
開
催

12
月　
内
閣
府（
チ
ャ
イ
ル
ド
・
ユ
ー
ス
サ
ポ
ー
ト
章
）「
子
ど
も
若
者
育
成
・
子
育

て
支
援
活
動
事
例
紹
介
事
業
」と
し
て
受
章

 •

堀
川
高
等
学
校
参
画

4
月
18
日　
（
第
5
回
）ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ミ
ナ
ー
開
催

4
月
19
日　
（
第
4
回
）ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ミ
ナ
ー
開
催

 •

25
周
年「
記
念
T
シ
ャ
ツ
」製
作

7
月
16
日　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
６
３
０
余
名
を
新
聞
全
面
広
告
掲
載（
京
都
新
聞
夕
刊
）

7
月
17
日　
全
山
鉾
重
量
測
定

 •

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
記
念
タ
オ
ル　
25
周
年
限
定
デ
ザ
イ
ン
で
制
作

 •

湯
茶
２
Ｌ
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
２
１
０
本（
35
ケ
ー
ス
）使
用

8
月
14
日　
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
が「
国
立
国
会
図
書
館
」Ｗ
Ａ
Ｒ
Ｐ
に
書
誌
タ
イ
ト
ル

「
祇
園
祭
」で
登
録

11
月
15
日　
「
祇
園
祭
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」25
周
年
パ
ー
テ
ィ
ー

 •

25
周
年「
記
念
ス
ト
ラ
ッ
プ
」制
作

4
月
14
日　
（
第
3
回
）ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ミ
ナ
ー
開
催

 •

後
援
団
体
に
京
都
市
が
加
盟

 •

白
楽
天
山 

追
加

4
月
9
日　
渡
辺
邦
子 

　
　
　
　
　
京
都
府
会
議
員
選
挙
に
当
選　

 •

カ
ラ
ー
版
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
ポ
ス
タ
ー
作
成

4
月
15
日　
（
第
2
回
）ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ミ
ナ
ー
開
催

 •

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
マ
ー
ク
を
新
規
作
成（
デ
ザ
イ
ナ
ー　
洲
本)

 •

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
を
新
調

6
月
25
日　
弥
栄
中
学
校
で
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
開
催

7
月
17
日　
か
つ
て
経
験
の
無
い
土
砂
降
り
雨
天
の
山
鉾
巡
行

 •

湯
茶
接
待
で
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
使
用 

4
月
16
日　
（
第
１
回
）ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ミ
ナ
ー
開
催

 •

情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
委
員
会
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に「
和
順
会
館
」使
用

 •

祇
園
祭
山
鉾
連
合
会
事
務
局
に
巡
行
情
報
無
線
と
巡
行
監
視
用
Ｐ
Ｃ
を
配
置

 •

（
祇
園
祭
グ
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
15
年
目
）

10
月
24
日　
【
神
社
新
報
】に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
記
事
掲
載

12
月
15
日　

(

臨
時
総
会)

会
計
年
度
を
1
月
〜
12
月
に
変
更

 •

４
代
目　
和
田
会
長
就
任

（
世
代
交
代
を
目
標
に
新
役
員
体
制
）

 •

Ｐ
Ｈ
Ｐ
に
よ
る
巡
行
現
在
地
検
索
ソ
フ
ト
試
行

 •(

巡
行
本
部)

湯
茶
給
水
の
方
法
改
善 

 •

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
ア
ド
レ
ス
変
更(

新
U
R
L　

http://w
w
w
.gionm

atsuri.jp)
 •

「
青
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
写
真
展
」廃
止

2
月
2
日　
伊
住
政
和
相
談
役
死
去

 •

八
幡
山
・
橋
弁
慶
山 

追
加

6
月
19
日　
連
合
会
事
務
局
会
議
室
に
て「
合
同
打
合
せ
会
」開
催

11
月
8
日　
「
祇
園
祭
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」20
周
年
式
典
／
懇
親
会

 •

20
周
年
誌「
浄
心
」-

20
年
の
あ
ゆ
み-

、「
記
念
品
」製
作

 •

小
野
田
利
隆
副
会
長
死
去

 •

連
合
会
本
部
用
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
作
成

 •

「
京
都
・
祇
園
祭
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
21
」に
名
称
改
訂

 •

実
行
委
員
会（
曳
き
手
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
委
員
会
＋
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
委
員
会
＋

伝
統
文
化
教
育
委
員
会
）

 •

船
鉾 

追
加

 •

連
合
会
本
部
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
開
始（
巡
行
日
の
湯
茶
準
備
等
）

 •

「
京
都
・
祇
園
祭
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
21
」ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
開
設

 •

霰
天
神
山 

追
加

 •

一
般
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
募
集
開
始

 •

高
校
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加

 •

無
線
の
代
わ
り
に
携
帯
電
話
を
使
用
⬇
結
果
不
評

 •

常
磐
新
殿
で
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う（
山
鉾
立
て
看
板
作
成
）

 •

「
青
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
写
真
展
」京
都
府
国
際
セ
ン
タ
ー
に
て
開
催

 •

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
ポ
ス
タ
ー
作
成

 •

ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
無
線
隊
用
の
記
録
ボ
ー
ド
作
成

 •

「
京
都
青
少
年
活
動
推
進
会
議
」発
展
的
解
散

「
京
都
祇
園
祭
曳
き
手
青
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
委
員
会
」で
活
動
継
続

 •

ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
無
線
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
祇
園
祭
の
法
被
着
用
。
こ
の
年
の
み

 •

３
代
目　
村
山
会
長
就
任

 •

担
当
の
山
鉾
数
が
、
全
体
の
半
数（
16
基
）と
な
る 

 •

月
鉾
・
木
賊
山
・
岩
戸
山
・
伯
牙
山 

追
加 

 •

補
助
隊
が
無
く
な
る

 •

ウ
イ
ン
グ
ス
京
都
に
て「
山
鉾
町
合
同
打
合
せ
会
」開
催

 •

募
集
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
形
態
を
ハ
ガ
キ
募
集
に
変
更

 •

菊
水
鉾 

追
加

9
月
23
日　
「
京
都
青
少
年
活
動
推
進
会
議
」  

10
周
年
記
念
祝
賀
会

 •

２
代
目　
仲
会
長
就
任

 •

放
下
鉾
・
北
観
音
山 

追
加

 •

一
ヶ
月
前
に
１
０
０
人
不
足
、
巡
行
前
日
に
人
数
そ
ろ
う

 •

四
条
傘
鉾
巡
行
不
参
加

 •

四
条
傘
鉾 

追
加

 •

ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
無
線
を
ポ
イ
ン
ト
監
視
に
変
更

 •

弥
栄
中
学
校
で
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

 •

ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
の
無
線（
8
人
）が
女
性
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て

読
売
新
聞
に
初
掲
載
さ
れ
た

 •

車
輪
の
マ
ー
ク
使
用（
前
年
ま
で
Ｉ
Ｙ
Ｙ
の
マ
ー
ク
を
使
用
）

 •

常
磐
殿
で
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う

 •

弥
栄
中
学
校
で
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

 •

無
線
隊
４
名（
山
鉾
町
責
任
者　
宮
下
貢
介
）

 •

「
曳
き
手
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」ス
タ
ー
ト
、「
連
合
会
本
部
湯
茶
接
待
」

 •

長
刀
鉾
・
芦
刈
山
・
油
天
神
山
・
郭
巨
山
・
浄
妙
山
・
保
昌
山
・

孟
宗
山
・
役
行
者
山

 •

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ「
エ
キ
サ
イ
テ
ィ
ン
グKYOTO

・
エ
キ
サ
イ

テ
ィ
ン
グCU

LTU
RE

」

 •

弥
栄
中
学
校
で
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

7
月
13
日　
京
都
青
少
年
活
動
推
進
会
議
発
足

 •

初
代　
千
政
和
会
長
就
任

ト
ピ
ッ
ク
ス

事
務
長

石
野 

行
彦

正
木 

景
子

事
務
長

實
村 

興
治

事
務
長

服
部 

晃
佳

事
務
長

山
田 

行
圓

6
3
0
名 

（
4
3
9
名
）

6
5
0
名 

（
4
7
2
名
）

6
5
0
名

（
4
8
9
名
）

6
6
1
名 

（
4
9
1
名
）

６
２
０
名

（
４
９
５
名
）

６
０
６
名

（
４
９
５
名
）

５
７
７
名

（
４
８
９
名
）

５
６
０
名

（
４
６
４
名
）

５
５
４
名

（
４
７
１
名
）

５
６
２
名

（
４
７
９
名
）

５
３
５
名

（
４
６
９
名
）

４
９
１
名

（
４
３
２
名
）

４
８
６
名

（
４
３
４
名
）

４
１
３
名

（
３
９
６
名
）

４
４
０
名

（
４
０
２
名
）

４
５
６
名

（
４
０
６
名
）

４
５
０
名

（
４
０
０
名
）

４
３
５
名

（
３
９
９
名
）

４
７
５
名

（
４
１
４
名
）

４
１
２
名

（
３
６
８
名
）

４
２
１
名

（
３
８
０
名
）

３
３
１
名

（
３
０
０
名
）

３
３
７
名

（
２
８
９
名
）

３
３
０
名

（
２
７
５
名
）

３
５
０
名

（
２
８
９
名
）

３
５
０
名

（
２
９
０
名
）

３
０
６
名

（
２
７
６
名
）

３
０
６
名

（
２
７
６
名
）

３
０
５
名

（
２
７
６
名
）

３
０
５
名

（
２
７
３
名
）

参
加
者
総
数

（
曳
き
手
＋
旗
持
ち
）

32.5
／
26.7

35.2
／
29.2

34.8
／
29.2

32.6
／
26.9

28.3
／
25.3

33.9
／
27.1

27.6
／
23.9

25.0
／
22.7

31.5
／
27.6

33.7
／
28.0

29.2
／
21.6

26.0
／
21.3

33.1
／
25.8

32.5
／
28.0

39.8
／
25.0

39.7
／
22.5

26.3
／
25.1

34.7
／
28.3

30.4
／
24.3

35.4
／
28.3

24.5
／
22.4

23.2
／
22.0

30.8
／
25.6

34.3
／
29.9

32.0
／
27.0

29.1
／
26.2

28.0
／
25.7

33.5
／
28.9

31.6
／
25.7

29.9
／
27.1

気
温（
℃
）

（
最
高
／
最
低
）

日
中
の
気
象
状
況（
８
時
〜
14
時
）

60.6 50.9 54.1 57.7 68.7 54.5 72.4 84.7 60.4 52.0 56.3 80.4 68 59.9 58.9 63.1 83.6 60.9 79.3 57.3 84.7 89.6 66 65 72 69 79 71 66 72
平
均
湿
度

（
％
）

曇
後
一
時
晴

晴 晴 晴
後
一
時
薄
曇

曇 晴
後
一
時
曇

曇 大
雨
、
雷
を
伴
う

曇 晴
時
々
薄
曇

晴 曇
一
時
雨
雷
を
伴
う

曇
後
一
時
雨
雷
を

伴
う

曇
時
々
晴
一
時
雨

曇 晴
時
々
曇

曇
時
々
雨
雷
を
伴
う

晴
一
時
曇

曇
一
時
雨

晴 雨 雨 曇 晴
時
々
曇

曇
時
々
晴
雷
を
伴
う

天　
気

1
月　
中
国
Ｐ
Ｍ
２
．
５
大
気
汚
染
悪
化
、
日
本
に
も
影
響 

5
月
5
日　
長
嶋
茂
雄
・
松
井
秀
樹
に
国
民
栄
誉
賞

 •

「
月
鉾
」が
独
自
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

7
月
27
日　
日
本
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
参
加
を
正
式
決
定

8
月
30
日　
後
祭
り
復
活
決
定（
平
成
26
年
よ
り
）

 •

「
大
船
鉾
」が「
唐
櫃
巡
行
」で
山
鉾
巡
行
に
参
加

7
月
27
〜
8
月
12
日　
ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

10
月
8
日　
山
中
信
弥（
京
大
）ノ
ー
ベ
ル
医
学
・
生
理
学
賞
受
賞　
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
の
作
製

12
月
17
日　
自
民
党
政
権
復
活　
安
倍
内
閣（
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
）

3
月
11
日　
東
日
本
大
震
災

 •

四
条
河
原
町
で
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
配
給（
四
条
繁
栄
会
）

1
月
31
日　
ユ
ー
ス
21　
10
周
年
式
典（
国
際
ホ
テ
ル
）

8
月
31
日　
深
見
理
事
長
退
任

 •

連
合
会
会
長　
吉
田
孝
次
郎

4
月　
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
発
生
確
認（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）

9
月
17
日　
政
権
交
代　

(

民
主
党)

鳩
山
内
閣
ス
タ
ー
ト

9
月
30
日　
祇
園
祭
山
鉾
行
事
が
国
連
教
育
科
学
文
化
機
関（
ユ
ネ
ス
コ
）の

世
界
無
形
文
化
遺
産
に
登
録

6
月
26
、
27
日　
Ｇ
８
京
都
外
相
会
合

7
月
30
日　
祇
園
祭
が
世
界
無
形
文
化
遺
の
文
化
庁
の
候
補
に

8
月
8
〜
24
日　
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

9
月
15
日　
リ
ー
マ
ン
・
ブ
ラ
ザ
ー
ズ
経
営
破
綻

【
米
金
融
危
機
】リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク

3
月
13
日　
京
都
市
議
会
新
景
観
条
例
を
全
会
一
致
で
可
決
。
全
国
で
も
厳

し
い
規
制
が
9
月
か
ら
施
行

3
月
25
日　
能
登
半
島
沖
地
震（
Ｍ
６
．
９
）

11
月
30
日　
八
坂
神
社
西
楼
門
修
理
竣
功
奉
告
祭

1
月
16
日　
証
券
取
引
法
違
反
容
疑
、
ラ
イ
ブ
ド
ア
強
制
捜
査
に
着
手
、

1
月
23
日　
堀
江
貴
文（
33
）逮
捕

2
月
23
日　
荒
川
静
香　
ト
リ
ノ
五
輪
の
女
子
フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
金
メ

ダ
ル

6
月
5
日　
ニ
ッ
ポ
ン
放
送
株
イ
ン
サ
イ
ダ
ー
取
引
、
証
券
取
引
法
違
反
容

疑
、
村
上
フ
ァ
ン
ド　
村
上
世
彰(

46)

逮
捕

7
月
5
日　
北
朝
鮮
ミ
サ
イ
ル
発
射(

7
発) 

9
月
6
日　
秋
篠
宮
紀
子
様
男
子
ご
出
産

9
月
26
日　
安
部
晋
三
内
閣
発
足

2
月
16
日　
京
都
議
定
書
発
効

3
月
25
日　
愛
知
万
博（
愛
地
球
博
）開
催

4
月
25
日　
Ｊ
Ｒ
尼
崎
福
知
山
線
脱
線
事
故

6
月
6
日　
旧
京
都
青
少
年
活
動
推
進
会
議
、

　
　
　
　
　
元
副
会
長　
坂
本
和
彦
氏
死
去

8
月
8
日　
郵
政
民
営
化
法
案
参
議
院
否
決
・
衆
議
院
解
散
、
衆
議
院
選
自

民
圧
勝
、
郵
政
民
営
化
法
成
立

8
月
30
日　
国
際
原
油
相
場
が
高
騰（
1
バ
レ
ル
＝
70
ド
ル
越
え
史
上
最
高
値
）

11
月
15
日　
紀
宮
さ
ま
と
黒
田
慶
樹
さ
ん
が
ご
成
婚

 •

大
型
台
風
日
本
上
陸
多
発
／
異
常
気
象
連
日
猛
暑

8
月
14
日　
ア
テ
ネ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

9
月
18
日　
プ
ロ
野
球
ス
ト

10
月
20
日　
台
風
23
号
近
畿
縦
断　
由
良
川
決
壊

10
月
23
日　
新
潟
中
越
地
震

12
月
26
日　
ス
マ
ト
ラ
沖
地
震(

イ
ン
ド
洋
大
津
波) 

2
月
1
日　
ア
メ
リ
カ　
イ
ラ
ク
攻
撃 

 •

八
坂
神
社
宮
司　
森
壽
雄　

 •

阪
神
タ
イ
ガ
ー
ス
リ
ー
グ
優
勝 

12
月
26
日　
イ
ラ
ク
自
衛
隊
派
遣
開
始

4
月
16
日　
山
田
啓
二
第
47
代
京
都
府
知
事
就
任

10
月
15
日　
北
朝
鮮
拉
致
生
存
者
5
人
24
年
ぶ
り
帰
国

 •

島
津
製
作
所
の
田
中
耕
一
さ
ん 

ノ
ー
ベ
ル
化
学
賞
受
賞

9
月
11
日　
ア
メ
リ
カ
同
時
多
発
テ
ロ

12
月
31
日　
大
晦
日「
五
山
の
送
り
火
」

 •

地
域
振
興
券
交
付

1
月
2
日　
ナ
ホ
ト
カ
号
重
油
流
出
事
故

10
月
12
日　
京
都
市
営
地
下
鉄
東
西
線
開
通 

12
月
1
日　
（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
３
、
京
都
会
議
）京
都
議
定
書

 •

連
合
会
会
長　
深
見
茂

 •

病
原
性
大
腸
菌「
Ｏ
１
５
７
」流
行

 •

平
成
女
鉾
誕
生 

1
月
17
日　
阪
神
淡
路
大
震
災

3
月
7
日　
地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件 

 •

連
合
会
会
長　
岸
本
伊
蔵

 •

平
安
建
都
１
２
０
０
年

 •

「
戦
後
最
も
暑
い
夏
」渇
水
に
よ
る
被
害
４
０
都
道
府
県

9
月
23
〜
25
日　
日
本
都
市
青
年
会
議
京
都
会
議
の
第
４
分
科
会
で　
　
　

　
　
　
　
「
祭
」に
つ
い
て
の
テ
ー
マ
が
話
し
合
わ
れ
る

 •

八
坂
神
社
宮
司　
真
弓
常
忠　

　

(

現
在　
住
吉
大
社
宮
司
）

6
月
9
日　
皇
太
子
・
雅
子
様
ご
成
婚

6
月
1
日　
財
団
法
人　
祇
園
祭
山
鉾
連
合
会
設
立

　
　
　
　
　
会
長　
田
中
常
雄

1
月
17
日　
湾
岸
戦
争

1
月
6
日　
昭
和
天
皇
崩
御

 •

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク 

11
月
9
日　
ベ
ル
リ
ン
の
壁
崩
壊

 •

四
条
傘
鉾
１
１
７
年
ぶ
り
復
活

 •

京
都
国
体

 •

Ｉ
Ｙ
Ｙ（
国
際
青
年
年
）

11
月
3
日　
カ
ル
チ
ャ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル（
宝
ヶ
池
国
際
会
議
場
）

 •

阪
神
タ
イ
ガ
ー
ス
リ
ー
グ
優
勝

 •

八
坂
神
社
宮
司　
鈴
木
日
出
年

周
囲
／
世
間
で
は

祇祇祇園祭ボランティア年表園祭ボランティア年表園祭ボランティア年表




